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S6欄l 筋線がんの鶏理分額の方向性
野口雅之
筑波大学入賂総合科学研究科
1勝年iこWHOiま踏襲携に関する組織分類(第3援)を改訂した‘この燃は臓が
んを4つの組畿運型機爵抵乳頭護，繕気管支韓韓上皮抵総長産生充実翠)およ
びこれらの議合裂に分類することを基本としているまた，騒がんの分額と I~異をる
が韓践がんの議設額損変として巽護議議犠造影議 (atYPicaltdenomatQus跡的la・
ぬAAH)を初めて定義した.B本第議学会の認識分頚委員会li義護研究.議j事績究
の基盤としての講理範識分類f~留際分鎮でfiうべきであるという接点から紛3 年 iこ
改訂された{麗繕攻縫い競約機8鼠はでは日本独自の欝がん緩議分嶺を護止して擁
がんのi議分類はすべてwnoの分譲でおうこととしこの設設い笈釣でliWHO
分類の詳しい解説をfっている.こうして長本ではWHO分類が蹄がんの範議分類と
して広〈戸数iこ)fiいられるようになったが，この遺留から1!1'10年がたち，この間に
議行のi接がん議幾分類の良い点悪む咳が明らかにまちつつある.この取で，和:
商議が大きかった点i機気管支持態上蕊覆¥BAC)の設いで毒る.BACIま器専の務提
上震を護換しまがら増揺するタイプの騒がんで，定義i:よれば援額増麓をしていをい
緩議ということになっているしかし議行の分類で泣BACはその畿の授務癌である
範犠亜還と持ヒグルH プに分譲されている.またBACはC'1'験番等で警に日本で多
く発見されるようiこなったがき BACの予後方犠めて桑野なためその強的援がんの認
識援護と持持iこ分類することに不第合走場くなった.関欝擁護学会の菊漫パネルli次
簡のWHO分類改訂{:向けて諮畿を開始したが，容に謀がんの分類の変更を行うたぬ
の第1題号の箆際会議を本年の31 t: New Y orkで行ったこの会議でIt上記した不
務会争点について窮理医は勢誌の事す外蒋涯， R~t民放射義援，基礎講究者も交え
てで活発な議議がfiわれた.その結果.BACという診欝名を獲止し，pureBACi土ade-
n鍛rcinomain sitl (AI$)と診顧すべきであるというコンセンサスが得られつつあ
ふ現段轄で議議されている内容をこの議録会議をrcvi!)wしながら懇合すみ
